
可
観
小
股
企
図
十
六

可制飢
小
説
巻
四
十
六

て
附
似
十
郎
の
差
拘

御
書
院
帯
川
副
金
左
術
門
相
者
側
源
十
郎
相
聞
一
昨
日
。
亡
父
俄
太
夫
妥

有
之
候
成
、
俄
太
夫
死
後
限
逃
也
候
て
此
聞
に
混
成
、
共
身
召
仕
も

の
に
仕
度
旨
申
逃
候
。
共
妾
不
致
承
知
断
巾
入
候
へ
共
、

一
闘
合
点

不
仕
召
忠
則
候
に
付
、
御
親
父
の
召
使
と
申
、
其
上
奥
方
被
成
御
座
、努

決
し
て
緋
相
勤
回
目
巾
候
成
、
説
十
郎
怒
て
申
候
は
、
禁
事
は
同
時
殺
い
た

し
候
へ
ば
宜
敷
候
旨
申
候
。
依
之
妾
は
身
を
隠
し
、
何
方
へ
罷
越
候
や

致
逐
也
候
。
暫

t
北
ハ
分
に
て
候
庭
、
其
後
奉
公
陀
罷
出
候
か
、
由
緒

も
有
之
や
、
御
磁
師
士
ロ
m
悶
策
庖
宅
へ
罷
魁
有
之
候
。
然
施
政
十
郎
承

付
其
門
前
に
人
主
附
位
、
或
時
外
へ
罷
出
候
を
迎
不
誌
に
捕
候
て
、

仮
十
郎
宅
へ
召
連
傘
張
。
源
十
郎
姿
は
御
小
姓
組
鈴
木
抑
制
母
妹
に

て
、
右
同
時
筈
の
事
承
候
て
共
分
陀
難
成
に
付
、
此
方
へ
龍
郎
候
桜
花

中
逝
候
施
、
一
度
嫁
妥
致
し
夫
約
と
成
候
上
は
、
夫
に
非
道
の
俄
候

へ
ば
と

τ可
罷
蹄
様
は
無
之
候
。
譲
住
に
逢
候
は
ど
共
分
の
事
と
存

候
旨
陀
て
不
協
師
候
。
級
品
峠
よ
り
桜
A

中
間
、
部
党
夫
婦
の
逃
は
絶

申
筋
K
候
。
此
分
陀
て
は
公
依
よ
り
、

一
類
縁
者
迄
も
御
答
め
可
有

• 

中
に
は
、

食
時
謹
数
候
て
巳
の
時
陀
候
庭
、
常
時
の
酉
の
下
刻
程

佐
御
座
候
。
首
存
陀
付
御
土
問
陣
へ
御
用
候
て
、
例
の
七
十
二
段
の

坂
を
問
。
耳
候
時
は
、
巴
に
失
v
明
候
て
供
に
召
辿
候
奴
僕
共
は
、
倒
可

申
と
仕
候
都
雨
皮
陀
及
巾
候
。
間
夜
の
陪
宮
と
は
注
ひ
覚
悟
無
之

故
陀
候
干
、
英
一
致
雛
滋
候
旨
。
附
脚
尾
倖
左
衛
門
よ
り
高
局
者
太
夫

へ
の
都
中
に
は
、
共
日
出
仕
笠
妓
の
銃
近
々
と
集
合
仕
候
成
、
瓦

の
顔
色
難
見
分
、
夜
六
半
時
頃
の
桜
花
存
候
。
盆
中
陀
数
庄
一出
現

仕
候
旨
。
大
久
保
八
郎
左
衛
門
其
外
の
4

背
中
に
、
家
内
に
二
三
箇

所
宛
燐
を
設
け
巾
候
。
御
披
下
町
中
従
来
の
mm女
多
〈
は
務
怖
仕

候
て
、
暫
時
は
往
来
絶
申
候
由
。

方
の
趣
去
四
日
の
使
に
巾
車
小
供
。
私
儀
先
年
皆
既
の
食
も
見
巾
背
中
御

座
候
。
年
は
失
念
仕
候
。
六
月
朔
日
頃
陀
御
座
候
。
天
気
前
明
陀
て

日
輪
溢
迄
細
〈
光
り
溢
れ
、
甚
暗

t
は
成
不
申
、
色
を
も
緋
じ
候
様

に
党
中
除
。
左
候
へ
ば
皆
低
に
も
失
v
明
市
・
程
陀
は
至
り
不
巾
都
と
脊

候
。
相
官
時
陀
て
も
失
ν
明
申
儀
は
、
古
今
珍
敷
事
の
様
に
奉
存
候
。
共

上
江
戸
表
無
左
候
故
、
近
頃
怪
き
背
中
陀
率
存
、
京
都
の
様
子
承
合
中

皮
、
共
節
よ
り
心
懸
巾
候
慮
、
今
日
京
都
よ
り
申
来
候
趣
、
左
の
泊

K
御
座
候
。可

観
小
説
容

四
十
六

i¥ 
四

之
官
舶
に
候
、
な
ど
λ
申
遣
し
承
引
致
候
。

五
月
廿
七
日
引
取
、
迫
て
可

致
雌
別
旨
源
十
郎
申
候
。
右
雨
件
共
人
倫
の
道
は
絶
候
事
に
候
得
共
、

上
聞
に
不
述
内
は
、
内
訟
に
て
し
れ
自
分
に
も
仕
事
陀
候
成
、
筑
間四
門

前
広
て
理
不
識
に
召
捕
候
背
中
陀
付
、
町
単
行
よ
り
御
断
申
上
、
夫
よ

り
御
吟
味
に
龍
成
、

制叫円
十
郎
は
先
づ
勘
仕
相
'初
、
家
来
共
不
時
間
顕
宅

へ
召
寄
桜
子
承
届
候
旨
。

成
五
月
廿
八
日
務
臨
長
八
回
限
街。

臨本
初
品
防
隊
長
八
郎
陪
総
書
也
。

一
、
金
融
仲
の
日
蝕

前
月
朔
日
於
御
閣
の
日
食
は
、
御
省
地
に
比
べ
候
へ
ば
瑳
敷
食
暗
と

相
見
え
、
家
々
よ
り
申
越
候
は
、
江
戸
表
如
何
陀
や
と
承
合
K
指
越

候
者
共
御
座
候
ロ
江
戸
表
は
如
仰
存
知
前
夜
よ
り
陰
雲
、
籾
は
少
々

降
候
て
、
終
日
日
影
は
見
え
不
申
候
。
陰
雲
な
が
ら
英
一
間

t
は
蛙
御

座
、
八
分
の
食
に
相
臨
共
可
巾
程
に
御
座
候
故
、
人
陀
怪
数
存
候
稼

の
事
は
無
御
座
候
。
然
蕗
に
金
棒
よ
り
帯
広
越
候
に
付
、
絡
別
の
食

陪
と
融
向
車
中
存
候
。
私
方
に
相
逮
候
分
左
の
泊
陀
御
座
候
。

大
地
新
八
郎
副
世
中
陀
は
、
皆
既
の
食
故
と
存
候
。
日
中
陀
候
虎
燭

を
砧
じ
可
申
程
に
候
。
然
れ
ば
活
家
の
訣
に
て
八
分
と
賠
K
記
し

候
や
、
江
戸
表
同
断
陀
候
や
、
考
合
申
度
旨
。
久
関
前
左
衛
門
性

五
月
朔
日
食
、
京
都
に
て
は
茜
か
L
り
皆
既
と
由
・裂
に
御
陵
候
。

京
地
は
暫
時
燭
を
獣
じ
巾
位
K
て
、
行
路
の
人
な
ど
は
弱
主
人
は

絶
倒
し
、
停
泊
杯
も
起
り
申
も
の
も
多
〈
御
座
候
由
。

右
の
越
に
御
座
候
有
一
は
、

金
潤
陣
迄
陀
て
も
無
御
座
、
西
北
の
地
へ
は

選
数
相
見
え
申
事
と
臨時
脊
候
。
天
象
の
内
日
食
の
袋
は
、

別
て
人
君

へ
預
り
巾
事
陀
候
故
、
佐
渡
守
秘
御
党
陀
も
務
入
度
山
中
有
候
。
不
背

候
は
w
h

被
入
御
覧
可
被
下
回
目
、
六
月
朔
背
木
新
兵
衛
へ
相
建
候
慮
、

削
刻
被
指
上
候
て
紙
面
は
御
留
被
遊
候
。

て

殺
行
法
師
の
淫
行

品叩
殺
好
淫
行
の
幕
開
組
図
太
彪
に
紋
す
。
細
胞
元
年
二
月
十
五
日
余
好

死
。年
少
の
時
は
後
字
多
情
へ
山中
仕、
叉
仕
a
先
帝
一
改
麟
三
代
、
共
後
伊

賀
楢
守
橋
成
忠
が
招
に
肱
じ
て
、
伊
賀
州
荒
木
郷
成
忠
が
居
苧
に
至

り
、
居
住
三
年
成
忠
が
女
中
宮
の
少
拙問
、
病
病
に
因
て
虫
腐
す
。
十
七

放
た
り
。
殺
好
通
の
事
困
問
て
、
伊
賀
を
出
奔
し
桑
名
に
赴
在
、
夫
よ

P

岐
阻
路
を
経
て
信
州
更
科
の
月
を
詠
十
。
成
忠
が
所
を
遁
る
時
歌
有
。

忍
ぶ
山
ま
た
と
と
方
陀
滋
も
が
怠
ふ
り
ぬ
る
跡
は
人
も
と
モ
し
れ

最
後
に
又
伊
賀
州
図
見
山
の
鶴
岡
引
底
陀
位
す
、
六
十
八
放
に
し
て

死
す
。

八
四
三




